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関西インテリアプランナー協会は、その活動メッセージとして、インテリアデザインによって、
様々な現象、事象、物、ことを融和的に繋いでいくことの可能性をひとつのテーマとしています。

この度、学生対象のインテリアコンペティションを開催し、広く学生の方々の英知を公募し、
その先進的なアイデアを広く世界に「繋げて」いくことを企画しました。

KIPAデザインコンペティションは、学生へのインテリアプランナーの認知度向上と、建築やデザインを
志す学生からの提案により、世代や社会をつなぐことを目的としてスタートしました。
第４回はコロナ禍により、大きく変化した生活から、これまで見過ごしていた時間や場所の大切さを問う
「“WAITING”―待つを豊かにする空間」をテーマとしています。
課題では、立地も規模も自由とし、いかに「WAITING」という行為の本質を解くかという命題を秘める
ことにしました。応募作品は都市から家具のスケールまで、具体的な場や形を示すもの、システムや概念
と連動して解決を図ろうとするもの、待つことそのものの意味を変えようとするもの、あるいはそれらを
併せ持つものなど、さまざまな角度から柔軟な思考による提案をいただき、若い世代の先鋭的な感性に
改めて気付かされた次第です。また作品のプレゼンテーションとしてのグラフィックデザインは、BIMや
CGから手描きまで、その多様性と完成度には、目を見張るものがありました。評価の高かった作品は、
その表現とコンセプトとが絶妙に交錯し、見る人を魅了することに成功したと言えるでしょう。同時に
オリジナリティ性の高さと社会へのメッセージ性が評価の分岐点になりました。若い世代のこれらの提案
が、やがてそのデザインにより営まれる行為や、そこに生まれる心情のプロセスへ、さらには社会的影響
力を獲得していくことを願って止みません。
最後になりますが、このコンペティションには全国から多数の応募が寄せられました。海外からの問い合
わせもあり、最終的には高いレベルの作品がこれまで以上に多く寄せられたことは、情報化とグローバル
化のさらなる進化を伺い知れます。克服か共存かという答えは得られないにしても、コロナ禍を経験した
若い世代により競われた創作がここに集い、この応募作品の収録と作品展の開催ができることに、大いに
喜びを感じています。

審査委員長
・小梶 吉隆   （一般社団法人 関西インテリアプランナー協会 会長）
審査委員
・石津 勝        (大阪芸術大学 准教授)　
・岩田 章吾     (武庫川女子大学 教授)　
・岡本 清文     (近畿大学 教授)
・小川 千賀子  (株式会社 デザインクラブ 代表)　
・角田 暁治     (京都工芸繊維大学 教授)　
・川北 英        (京都建築大学校 校長)　
・菅野 忠司     (株式会社 イリア 関西事務所 所長)
・佐熊 孝浩　（株式会社 総合資格 関西本部 本部長）
・立山 智佳子  (高島屋スペースクリエイツ 株式会社 デザイン本部 副本部長)　
・中村 俊郎   （イチマルヨンロク デザイン 代表）
・藤本 英子     (京都市立芸術大学 教授)　

総評

審査委員

主催

一般社団法人　関西インテリアプランナー協会  会長　小梶 吉隆

KIPA  第4回 デザインコンペティション 2021 ビエンナーレ

『“ WAITING ” -「待つ」を豊かにする空間』

コロナ禍は私たちの生活を大きく変えました。

その一方で、これまで見過ごしていた、時間や場所の大切さを教えられたかもしれません。
日常のあらゆる場面、例えばバス停や駅で、病院やお店でも、少しの時間ですが、もっと大切に
豊かに過ごすことができないのでしょうか。

ここで、我々は“WAITING”という行為に焦点を当て、ー「待つ」を豊かにする空間ーを提案したい
と思います。

「待つ」ことは、時間を浪費することではありません。コロナ禍を経験した若い世代から、新しい
生活様式における英知を期待したいと思います。
皆さんの新しいイメージで、豊かに過ごす場としての、新しい“WAITING”スペースを創造し、
ご提案願います。

あなたは、何を、どのように待ちますか?

一般社団法人　関西インテリアプランナー協会

〒541-0052
大阪市中央区安土町1-7-13 トヤマビル本館 9F
TEL：06-6266-5735    FAX：06-6266-5745
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 [waiting] と言うテーマに対し、待つことは「苦痛」でありそれを開放してあげよう、と言う提案者が多かった。それらに対
し、この提案者は待つことをまったく苦痛と思っていないようで、逆に心待ちにしているようである。あろうことか、他人ま
でも巻き込んで、姿勢を変えて一緒に待ちましょうと言っている。バス停付近に集まったこの待ち人たちは、バスが来るまで
のパフォーマーであり、バスが来るたびにパフォーマーは入れ替わる。
変化していくこの風景は劇場での場面の一齣となり、そのステージをきっと見にいく待ち人がまた多く集まるのだろう。
「待ち人の連鎖」が街中に広がり、静岡県三島市は待ち人達のほほえましい劇場空間になっていく。想像するに痛快である。

講評：審査委員　菅野 忠司

最優秀賞 みんなと姿勢を変えて待ってみる

石井 健成・栩木 喬　工学院大学大学院

最優秀賞  　みんなと姿勢を変えて待ってみる
  　石井 健成・栩木 喬     工学院大学大学院

優秀賞  　撮り鉄たちの『プラットホーム』
  　渡部 颯       京都建築大学校

優秀賞  　バス停ライブラリー
  　玉置 耕大      千葉大学

優秀賞  　Bio STOP  ～小さな地球が作り出す偶然の産物～
  　市原 佳奈・杉江 里佳子     愛知工業大学

佳作  　SunRise Cliff  ～新年を待つ～
  　阪本 花梨・川勝 実結     京都建築大学校

佳作  　60秒のart
   　榎 和美       大阪産業大学
　
佳作  　時間が流れる駅
   　関根 大輔・渡邊 智哉・和田 直輝・林 明歩・長山 和奏  日本工業大学

佳作　　  　彼方者と再会するまで
  　日髙 理紗子      京都工芸繊維大学大学院
  　濱本 舞・力武 真由     東京工業大学大学院

佳作  　滲みあう光色
　  　佐藤 良介・杉本 莉奈     東京大学大学院

佳作  　待行為の拡張【出会いの結び目】
   　上野 将輝・八木 このみ・山田 隆介    東京理科大学大学院

佳作  　エキマチパーク
　  　菊池 凌平      東京工業大学大学院

佳作  　Daily life to read  読む日常。
  　圓戸 塁       京都美術工芸大学

協賛企業賞 　TIME JACK
  　川崎 恵李・井沼 満・小谷部 彩咲・藤井 夏希・水口 久海  滋賀県立大学

協賛企業賞 　FRUITS × CHAIR
  　黒木 裕哉      大阪産業大学

協賛企業賞 　雨上がりを待つ
  　高木 遥花      大阪産業大学

入賞作品リスト

KIPA  第4回 デザインコンペティション 2021 ビエンナーレ
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先日山手線が大々的に工事運休になった時、不便を感じる人が多い中、ワクワクとした気分で駅のペデストリアンデッキから
線路を眺めている方が大勢いた。よくわからないが普段とは違う線路を走る列車を撮ろうとした人達だった。礼儀正しく、通
行の妨げにならないよう気を配りながら。この提案を見た時にその光景を思い出し、確かに線路のそばに近寄れない日本にこ
のような「待つ」場所を作ることは新たなビジネスとなり、収益に苦しむ路線は一筋の光明になると思った。彼らの心をくす
ぐる「プラットホーム」は自然の中に溶け込み新たな美しい景色になると感じた作品である。

講評：審査委員　立山 智佳子

今回のコンペティションにおいてバス停というビルディングタイプは多数提案されていた。それらの案の中で、この案は、バ
ス停に地域ライブラリーというプログラムを組み合わせた案であり、それ自体特に新しい提案ではないが、それぞれの地域の
拠点としてのバス停に、利用者が不要になった、あるいは人に薦めたい本を提供することで、拠点ごとのキャラクターが生ま
れるというアイデアは面白いと思った。デザインも書架とバス停がバランスよく融合しており、作者のデザインセンスが伺え
る。ただ、本を手に取り、待ち時間を超えて、そこで過ごすといった行為も考えられ、そう考えると、本を読むスペースとし
てのデザインはもう少し深化できたのでは思う。

講評：審査委員　岩田 章吾

優秀賞　撮り鉄たちの『プラットホーム』

渡部 颯　京都建築大学校

優秀賞　バス停ライブラリー

玉置 耕大　千葉大学
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「新年を待つ」提案が複数あった中で建築的に解決を図っている秀逸な作品である。
地形ラインに沿った配置、また来訪者が立って、座って、もしかしたら寝ながら眺められるレベル設定を地形斜面に合わせた
断面的工夫などは、自然にストレスを与えない優しい建築であった。しかし、少人数施設利用者のためのパーティや仮眠、宿
泊できる豊かな室内空間提案だけでなく、外で待つ大勢の待ち人達をわくわくさせる空間設定も提案が必要だと思う。私の初
日の出鑑賞は、マフラーを巻き毛糸の帽子に手袋を着け白い息を吐きながら、パートナーとわくわくとその瞬間を待つことに
幸せを感じていた。たぶん多くの鑑賞者も同様でしょう。そのような大勢の待ち人たちに楽しみを与えられる空間を、ぜひ考
えてあげてください。

講評：審査委員　菅野 忠司

バス停の物語である。日常に埋もれた偶然の産物が、街の循環に発展する様を描く。「待つ」ことのための Bus Stopが、Bio 
Stopと化し、この点在する居場所が、人の循環を促すポンプとして寛大な建築になり得るという提案だ。基本となるユニット
は、天気の恵みを受けて自然のインスタレーションを生み、一体化された屋根と壁は自浄する。偶発的な小さな揺らぎはかけ
がえのない体験として日常を変える自然の恵みだ。雨宿りは忘れかけていた小さな出会いを蘇らせ、大気と水の循環は小さな
日常「待つ」を壮大な物語に変えてしまう。この作品は美しいグラフィックと共に、実に見事な建築の詩だと、間違いなく思
うのである。

講評：審査委員　小梶 吉隆

優秀賞　Bio STOP  ～小さな地球が作り出す偶然の産物～

市原 佳奈・杉江 里佳子  愛知工業大学

佳作　SunRise Cliff  ～ 新年を待つ ～

阪本 花梨・川勝 実結　京都建築大学校
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待ち時間を楽しくする装置はカフェやブックセンターなどある機能を付加することで解決を図るのが常套手段であるが、今回
の提案は空間そのものの魅力で待ち時間を楽しませるという手法である。空間体験そのものに重心を置いたところを評価した
い。名作といわれる建築体験は、そこで過ごすだけで時間を忘れるものである。今回の提案は空間に変化をもたらすために屋
根の形態や素材、あるいは植栽などの要素を取り入れて空間の魅力づくりしている点は面白いが、鉄道が到着し様々な人々が
行き交うといった駅空間の特徴を今回の提案の中に欲しかった気もする。ニューヨークのセントラルステーションやロンドン
のパディントン駅などはその良い事例といえる。

講評：審査委員　川北 英

この提案は“待つ”という行為の分析を行った結果として“ストレスの中和”を他動的にあるいは受動的に行うことによって解決
しようという提案である。道路に面した複雑な形態のガラスポールとそこに投影される映像や街行く車や人々が創り出す時間
空間の非再現性。街の一角にこのようなスポットがあれば街の風景としても時間を忘れられて魅力的かもしれない。一方で、
静かに会話をしたいとか好きな音楽を聴きたいなど人々の時間の使い方・要求は多様であり、今回の提案は少し暴力的に時間
の使い方を迫ってくるようにも感じられる。技術的には難しいかもしれないが、見る側と見せる側が双方向に反応するような
装置空間は無理であろうか？

講評：審査委員　川北 英

佳作　60秒のart

榎 和美　大阪産業大学

佳作　時間が流れる駅

関根 大輔・渡邊 智哉・和田 直輝・林 明歩・長山 和奏　日本工業大学
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殺風景で無彩色で変化のない、窮屈な行列による日常の「待つ」ことの代名詞・バス停を、待ちたい場所で自由に待つ、行列
に並ぶことのない固有の風景と他者を感じる豊かな待ち方に変えようという提案である。「光色の滲む空間」・バス停はシス
テムが連動している。乗る路線に紐づいた系統の色が待つ間に偶発的に現れる。幻想的に点在するバス停や美しい曲面と合理
的に整えられた動線計画も、同様に美しく透きなくまとめ切り、その手際の良さに頷かずにはおられない。さらに美しく色が
滲む時こと時間帯の考察、多様過ぎるバスの乗降動線や立地条件など、より「待つ」のリアルな豊かさの発展を期待したいも
のだ。

講評：審査委員　小梶 吉隆

様々な「待つ」施設が提案されるなかで、唯一葬祭場を提案した案であった。この提案は火葬から骨上げまでの時間を待つ時
間ではなく遺族が大切な人の死を受け入れるための時間として位置づけ、そのための場を建築とランドスケープが一体となっ
た空間経験として提案している。一見何気ない提案のようにも見えるこの提案は、場所と記憶のつながりに着目し、シークエ
ンスを伴ったこの場での空間経験を通じて、死者を記憶する場としての火葬場という施設の在り方を提案しており、この点を
評価した。その一方で、空間経験の作りこみや、火葬場としての現実的な機能への配慮という点では物足りなさも感じた。

講評：審査委員　岩田 章吾

佳作　彼方者と再会するまで

日髙 理紗子　京都工芸繊維大学大学院 ／ 濱本 舞・力武 真由　東京工業大学大学院

佳作　滲みあう光色

佐藤 良介・杉本 莉奈　東京大学大学院
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テーマ設定は“地方駅の駐車場”。がらがらの駐車場となかなか来ない列車という切実な状況設定がユニークで興味を惹かれる。
一見さびれた活気のない空間を逆手にとって、都会では実現できない魅力付けをしているところは、なるほどとうなづける。
コロナ時代に普及した“リモートオフィス”にも水平展開できそうで、過疎化に悩む地方都市の計画提案に有効かもしれない。
駅前の風景としても変化があって面白い。安全性や管理の問題、法的処理などいくつかの問題点はあるもののこの手法は駅前
開発の一つのアイデアといえそうである。シャッター街となった商店街の活性化などもこのアイデアで一度検討してはどうか。

講評：審査委員　川北 英

このプランの大きな特徴として、座って待つという行為だけでなくて、歩いて待つことも待つという行為のひとつであるとい
うこと、歩くという行為が多くの出会いを生み出す可能性を拡げるということ、これらの点に気づかされました。そしてその
出会いは、通常では人と人を考えますが、人だけに限定しないで、人と動植物も交えての多様な出会いをも含むということで
あると、そのような新鮮な観点が良かったです。プランに描かれた自然の中の構築物は、新築であり新しくて目立ち過ぎてい
るところが、少し違和感を伴った印象として感じましたが、今後、経年変化して木組みが古色になり、苔が生えたり植物の蔓
が巻いたり、自然環境と馴染み同化しつつ、等々力渓谷の美しい景観の一部となっていくことが想像できます。

講評：審査委員　石津 勝

佳作　待行為の拡張【出会いの結び目】

上野 将輝・八木 このみ・山田 隆介　東京理科大学大学院

佳作　エキマチパーク

菊池 凌平　東京工業大学大学院
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まず目を引いた魅力的な点として、切り絵状のパネルを差込み式で構成した、通常なら小さなオブジェとして装飾の映える形
を、大きな造形物としても美しい装飾的な構築物として成立させたところです。そこにミクロからマクロへの視点転換の発想
を感じました。そして切り絵状の開口部は、機能的にも時に心地よい風や木洩れ陽を通して、居心地の良い休息場を形成して
いて、バス待ちの人だけでなく散歩などの近隣の人の休息、また子供たちの遊具としても使用できるようになっていて、多用
途な機能を持たせることに成功しています。バス停の位置が大学の入り口であることを利用して、近隣住民の人が大学構内へ
と入って交流するきっかけとなる場所としての提案も高評価でした。ただ構内に導く工夫がもう少しプラスされたらと思いま
した。

講評：審査委員　石津 勝

現代の待ち人たちは背中を曲げ下を向きスマホをのぞく、一方  30年前の待ち人たちは背中をまっすぐに前を向いて伝言板を見
ていた。 伝言板も  SNSもどちらも公開された情報を読むことに違いはないが、提案者は現代人の視線の違いが都市風景の佇ま
いに悪影響を与えていると気付いたのである。この着目点には感性を感じる。
佇まいを正す建築的回答は、駅前なのだろうか広場に設置された 12m×3m 幅のガラスドームである。開放的な空間は単純では
あるが好感が持てる。しかし提案する以上、なぜこの形態なのか？なぜ 12m なのか明確に伝えてほしい。
ガラス面の面積は計算では約 96㎡、一方 30年前の伝言板は約 2.5㎡、この面積差が過去と現代の情報量の差と言うのであろう
か？

講評：審査委員　菅野 忠司

佳作  Daily life to read  読む日常。

圓戸 塁　京都美術工芸大学

協賛企業賞　TIME JACK

川崎 恵李・井沼 満・小谷部 彩咲・藤井 夏希・水口 久海　滋賀県立大学
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雨が比較的に好きな私でも、屋内から雨を感じる分にはいいが、外出先であうと「ついてないな」と感じてしまう。恵みの雨
とか云う割には、普段そんなことは忘れ、文句が出る。この提案はそういった感情を払しょくし、そばを通るたびに「雨ふら
ないかな」と待ちわびる素敵な作品である。雨の降り方により咲く花の形状が変わるのも「恵み」を感じさせてくれるし、都
度景色が変わるのがいい。何とも言えない愛らしい形状、それが置かれることにより人々にもたらす、小さな喜び。一目ぼれ
しました。

講評：審査委員　立山 智佳子

こんな椅子があるならば何時間でも待つことができるなぁ。こんな椅子があるならば待つことがワクワクできるなぁ。
「待つ」という行為はともすればネガティブな行為になりがちであると考えています。
作品を選ぶにあたりできるだけポジティブな行為に変化できる作品を選びたいと考えていた中で出会えました。
フルーツの匂いは香りであり臭いではありません。大人も子供もフルーツの香りをネガティブにとらえる方々は少なく、ポジ
ティブにとらえられる方々が多い。しかもプライベートスペースを確保できる仕掛け（肋骨）により果物そのものに包み込ま
れることは子供のころならば誰しもが一度は願ったことかと思います。
夢のようなものではありますがこの世界にあってもおかしくない素敵な椅子です。

講評：審査委員　佐熊 孝浩

協賛企業賞　FRUITS × CHAIR

黒木 裕哉　大阪産業大学

協賛企業賞　雨上がりを待つ

高木 遥花　大阪産業大学



KIPA デザイン
コンペティション 2021
ツナグ＋DESIGN　
第4回 応募作品展

会場：京都美術工芸大学

応募点数：83点
登録学生数：136名
選考作品数：72点
入賞点数：15点
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Other works Other works



Info

学生デザインコンペティション部会
実行委員長：馮 植
メンバー：小野 道也、神谷 剛、児玉 憲一、
               須摩淵 真範、矢野 梨花子

Graphic：Rikako Yano
Award Book：1046 design

KIPA > コンペティション
http://www.kipa.or.jp/competition/

 (順不同)
公益財団法人 建築技術教育普及センター
一般社団法人 日本インテリアプランナー協会
公益社団法人 日本建築士会連合会
公益社団法人 日本建築家協会
一般社団法人 日本商環境デザイン協会
一般社団法人 日本建築士事務所協会連合会
一般社団法人 日本建築学会
一般社団法人 日本建築設計学会
日本インテリア学会
公益社団法人 日本インテリアデザイナー協会
一般社団法人 日本空間デザイン協会
公益社団法人 インテリア産業協会
一般社団法人 日本インテリアファブリックス協会
公益社団法人 日本サインデザイン協会
公益社団法人 日本インダストリアルデザイナー協会
公益社団法人 商業施設技術団体連合会
一般社団法人 日本インテリア設計士協会
一般社団法人 日本住宅リフォーム産業協会
一般社団法人 日本インテリアコーディネーター協会
一般社団法人 日本インテリアアテンダント協会

後援

http://www.ts-create.jphttp://www.sogoshikaku.co.jp

http://www.okamura.co.jp

https://www.3mcompany.jp

http://www.designclub.co.jp
株式会社 デザインクラブ

高島屋スペースクリエイツ 株式会社株式会社 総合資格

株式会社 オカムラ

http://www.gwasendo.com
有限会社 画箋堂

https://jp.toto.com
TOTO 株式会社

スリーエムジャパン 株式会社

https://www.yamagiwa.co.jp
株式会社 YAMAGIWA

http://glasmond.jp
有限会社 ハブ硝子

http://www.sekistone.com
関ヶ原石材 株式会社

https://dreambed.jp
ドリームベッド 株式会社

https://www.aica.co.jp
アイカ工業 株式会社

https://www.sangetsu.co.jp
株式会社 サンゲツ

https://www.kokuyo.co.jp
コクヨ 株式会社

https://www.toli.co.jp
東リ 株式会社

https://www.interoffice.co.jp
株式会社 インターオフィス

https://www.t-matex.co.jp
タキロンマテックス 株式会社

http://www.tendo-mokko.co.jp
株式会社 天童木工

http://www.yabashi-marble.co.jp
矢橋大理石 株式会社

https://www.daiken.jp
大建工業 株式会社
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協賛企業


